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【野菜経営科】 
 野菜の販売に学生も大忙し！ 

【花き経営科】 
ユリやシクラメン等を販売。大好評！ 

【酪農経営科】 
模擬店での販売は大盛況でした！ 

 

    

農大祭実行委員長 肉畜経営科 2年 千葉 愛華 

農大祭は、２日間晴天に恵まれ「世はまさに大農業時代！今こそ若い力で盛り上げよう！」

をテーマとし沢山の方々にご来場いただきまして大盛況を収められ嬉しく思います。 

 今年は５年ぶりに２日間一般公開とし、体育館での学生展示・去年に続くチャグチャグ馬っ

こ交流会・子供たちによる鬼剣舞・農機具の展示、各経営科での農産物販売等を開催しまし

た。 

 農大祭開催にあたり、今年度も多くの方々のご協力を頂き感謝申し上げます。これからも農

大祭を通して、改めて農業の魅力・農業大学校の魅力について発信できたのではないかと感じ

ます。今回の農大祭を振り返り、来年度以降の農大祭につなげていきたいです。 

 ご来場いただきました皆様に心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

【果樹経営科】 
 りんごや加工品を求め長蛇の列！

【肉畜経営科】 
 牛肉販売など大好評でした！ 

【農産経営科】 

3人がかりの餅つき。力が入ります！ 

「2024農大祭」は、「世はまさに大農業時代！今こそ若い力で盛り上げよう！」をテーマに10月26日～

27日の２日間開催しました。２日間を通し、一般公開として経営科毎に模擬店を展開、学生が作った農畜産

物や加工品の販売を行いました。体育館では、２年生の卒業研究や１年生のプロジェクト研究成果をパネルで

展示しました。ステージイベントは初日のみの開催でしたが、昨年に引き続き、六原鬼剣舞の演目披露とチャ

グチャグ馬コ交流会を開催し、大盛況でした。２日間とも好天に恵まれ、各経営科の模擬店には行列ができる

ほどの多くの来場者で賑わいました。 

５年ぶりに、一般公開を２日間連続としましたが、大きなトラブルもなく、来場者に楽しんでいただくこと

が出来たと思います。今年の農大祭も農業大学校の活動や本校学生の学習成果を広く知っていただくことが出

来、有意義なイベントとなりました。 
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出発式の様子。緊張の面持ち 

実りの秋を迎えた9月下旬から15日間、各農業改良普及センターの協力により、県内の26戸の先進農家のも

とで1年生の「農家派遣実習」を実施しました。 

 学生の多くは農家に宿泊するのは初めてで、実習開始前は緊張した面持ちでした。受入農家とコミュニケー

ションがうまくとれるか、学校と異なる農作業がうまくできるか、不安な気持ちだったようです。 

 いざ実習が始まると、受入農家のご指導のもと、栽培管理や家畜飼養管理などの農作業を毎日行い、農業経

営の考え方を学び、家族間だけでなく地域との関わりが深い農家生活をたっぷり体験させていただきました。 

 実習を終えた学生はひとまわり成長し、自信に満ちた表情で学校に戻ってきました。これから農大の講義や

実習で学ぶべきことを再認識するとともに、農業に対する考えや、将来の展望を新たにした様子です。 

 今回の「農家派遣実習」が今後の学習の一助となり、今後も受入農家とのつながりを大切にしながら学生が

一層成長していくことを期待します。 

実習中の作業の様子【野菜経営科・果樹経営科】 

それぞれの実習中のひとコマ。たくさんのことを学びました！ 

派遣先では私を家族の一員のように迎え入れて下さり、毎日楽しく過

ごすことができた。また、礼儀やマナーも改めて学び直すことができ、

社会人である自覚を得ることができたと感じている。 

今回の農家派遣実習を通して「全体に見通しを持った農業経営を行

い、米以外にも作物を生産して収益を増やしつつ人とのつながりを大事

にすることが必要である」ということが分かった。ここでの経験をもと

に実家の農業が今よりも良いものになるよう、また、地元の農業を牽引

できる人材になれるよう日々努力していく。（農産経営科 菊池将矢） 

実習序盤、慣れない作業で遅れてしまうこともあったが、中盤からは、

私一人で作業を任せられることが多くなり、丁寧かつ責任感を持つことの

重要さを改めて感じた。 

受入農家さんと私自身の将来の夢のことについて話し合う機会があった

際に、「今就職したいと考えているところが全てでは無い、自分がしたい

ことが出来る企業はまだまだたくさんあるのではないか。」と諭された。

この言葉を受けて、もっと視野を広げて物事を考える力をつけていきたい

と感じた。               （肉畜経営科 井上 爽和） 
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校内意見発表会 

海外農業研修を開催しました！！ 

学生が運営も担当 

11月13日（水）に、本校大教室で「令和６年度校内意見発表会」を開催しました。この発表会は、将来

の農業・農村を担う学生を育成することを目的に、自らの学生生活を通じて日頃考えていることや想いな

ど、農業に関する提案を広く自由な観点で論じるもので、毎年開催しているものです。 

 発表会は２年学生６名の運営委員により進行され、各学年の経営科選考を経た12名の学生が、将来目指

す農業や今後の展望など、それぞれの想いと課題を発表しました。最優秀賞には「岩手の酪農を技術と改良

で推進する」と題して発表した酪農経営科２年の三条真歩さんが、優秀賞には「農業女子のためにできるこ

と題して発表した果樹経営科２年の去石野土香さんが選ばれました。 

 ２名は令和７年１月に青森県で開催される「東日本農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会」の意

見発表の部の本校代表となります。 

運営は学生が担当 

全校学生及び職員を前に発表 

 

果樹栽培作業を行いました！ 広大な農地を活かした農業経営に触れてきました！！ 

８月27日から９月３日までの８日間の日程で、本校2年生15名（農産４名、野菜３名、果樹２名、酪農

４名、肉畜２名）が参加し海外農業研修を開催しました。 

海外農業研修は５年ぶりの開催となりました。これまで実施していたアメリカではなく、オーストラリア

ケアンズでファームステイ・農場視察等を中心とした従来とは違う形式での研修となりました。 

参加学生のほとんどが初の海外渡航で、言葉や文化の違いに不安を抱いていたようですが、翻訳アプリな

ど便利なツールを使いこなし、すぐに陽気なオーストラリアの風土に馴染む学生の順応性に頼もしさを感じ

ました。 

広大な土地で行うサトウキビ栽培、多種多様な亜熱帯果樹栽培、かん水施設を兼ね備えた周年放牧といっ

た国内では見ることができない農業経営に触れるとともに、後継者不足や環境負荷を考慮した土づくりとい

った身近な農業経営との共通点があることも学ぶことができました。農業を取り巻く国際的な視野が養われ

た有意義な研修でした。 

 

全校生徒及び職員を前に発表 最優秀賞・三条さん（中央）、優秀賞・去石さん（左） 
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 月 日 内 容  月 日 内 容 

 12/21(土) 

～1/6(木) 
冬季休業 

 
2/12(水) 本科2年 退寮日 

 
12/24(火) 本科一般入学試験（前期） 

 2/14(金) 

～2/18(火) 
本科1年 後期定期試験 

 1/15(水) 

～1/16(木) 
東日本プロジェクト・意見発表会 

 
2/21(金) 

本科一般入学試験(後期)・社会人

特別選考 

 １/24(金) 

～1/27(月) 
本科2年、後期定期試験 

 
3/7(金) 卒業式 

2/7(水) 

～2/9(金) 
全国プロジェクト・意見発表会 

 
3/11(火)  終業式 

 11月１日（金）に農大卒業生をお招きし、「進路応援ゼミ」を開催しました。これは、在学時の取組

や現在の業務内容に関する話題を提供いただき、将来の進路決定における学生の課題を引き出して具体

的な活動に結び付けることを目的としたものです。 

 話題提供者として、山口海杜氏（野菜経営科卒、山口農園自営）、関川耕司氏（野菜経営科卒、有限

会社田鎖農園）、宮崎ミウ氏（肉畜経営科卒、有限会社キロサ肉畜生産センター）の３名からお話を伺

いました。学生から話題提供者に対し、「学生時代に取得した方が良い資格は」、「農大在学中の一番

頑張ったことは」、など多数 

の質問が出され、それぞれに 

対して丁寧に答えていただき 

ました。 

最初は緊張していた学生達 

でしたが、先輩方の具体的な 

話を聞くにつれ、徐々に和や 

かな大変楽しく参考になる会 

となりました。 

１１月１８日（月）に、「秋のスポーツ

大会」が開催されました。農大祭後の短時

間で自治会体育会が企画し運営しました。

各経営科１・２年合同で、バレーボール、

e-スポーツと借り物競争を行いました。特

に借り物競争は、白熱しながらも皆が楽し

みました。農産経営科と野菜経営科の総合

得点が同点だったのでフリースローで１位

を決めました。各種目の獲得点数を合計し

た総合順位は以下の通りです。 

１位：農産経営科、２位：野菜経営科、 

３位：肉畜経営科 

質問にも熱が入ります 

学生の質問にも熱が入ります 

借り物競争 バレーボール 

★当面の主な予定（令和７年３月まで） 

 11月14日（木）に、本校大教室で「元気の出る農業セミナー」を開催

しました。このセミナーは、農業分野で活躍されている経営者を招き、多

様な視点から農業の現状と課題や解決のための取組について学習するとと

もに、今後の地域農業や農村振興について理解を深めることを目的とし、

毎年開催しているものです。 

 この日は、古川佑史氏（八幡平市）から、環境制御技術を導入しミニト

マトの品質の安定と単収増加につなげた取組について、また、藤森康隆氏

（葛巻町）からは、積極的な投資を行い出荷乳量を葛巻町１位とした取組

や、岩手県乳質改善大賞を受賞した取組について御講演いただきました。 

 学生からは、収益を向上させるための手法、機械導入時の情報収集方法

等、多くの質問があり、まさしく「元気の出る」セミナーとなりました。 

講師から具体的なアドバイスをい

ただきました 
講師の話を真剣に聞いています 

疑問点は積極的に質問！ 


